
○サスティナビリティで注目が高まる
リサイクル分野。

○廃ガラスを再利用し様々な用途へと
広がりを見せる「スーパーソル」

●ポイント
○再利用が難しいとされていたガラス
びんを人口軽石へリサイクルする工場。

製造プラントの販売・導入は全国・
海外へも展開している

○学校、企業視察、ＪＩＣＡ等の
受入れ実績多数

（年間3000人におよぶ）

11．エクスカーション例

https://www.trims.co.jp/super-sol/
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4．エクスカーション（日本遺産）12．エクスカーション例
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会議名：International Conference on Systems Biology -ICSB-
（第20 回システムバイオロジー国際会議）

開催時期 ：2019 年10 月31 日～11 月5 日
開催場所：沖縄科学技術大学院大学 （ＯＩＳＴ）
参加予定人数 600 名（外国人300 名）
予定参加国数 30 ヵ国

「システムバイオロジー」：生命現象（シグナル伝
達、代謝、細胞周期、生体リズム、免疫、がん
等）をシステムとして理解しようとするアプローチ。

13．コンベンション開催事例
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14．ポストカンファレンス例

ICOM Kyoto 2019ポストカンファレンス in 沖縄

第25回ICOM（国際博物館会議）京都大会2019
様々な文化の繋ぎ役としての「博物館」の可能性を検討するための国際会議

会期：2019年9月1日（日）～ 9月7日（土）
会場：国立京都国際会館
大会関係者の交流を促進させるため、大会終了後にICOM京都大会参加者専用の

日本全国各地への学術的なツアーや観光地へのツアーを主催者側で用意
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ツーリズムEXPOジャパン2020 in 沖縄

開 催 日 ：2020年10月29日（木）～11月1日（日）
業界・プレス日：10月29日（木）～10月30日（金）／一般日：10月31日（土）～11月1日（日）

会 場 ：沖縄コンベンションセンター(展示棟､会議棟､劇場棟)､ラグナガーデンホテル、宜野湾市立体育館､
宜野湾市立屋内練習場など ※体験型FAMトリップ：沖縄県全域（離島含む）

実施内容 ：公式行事（開会式、基調講演、アワード表彰式、主催者記者会見、WELCOME RECEPTION）
展示商談会（海洋リゾート関係出展者、主催者企画出展者）、セミナー＆シンポジウム、体験型FAMトリップ

来場対象 ：観光業界関係者、沖縄県内観光関係者、一般消費者

来場者数 ：業界・プレス 1,000人（県外来場者）
（予定） 一般来場者 35,000人

出展小間数：600小間（予定）
※主な出展者：環太平洋、アセアン地域を中心としたテーマ別観光関連企業・団体

テーマ別観光関連企業・団体、沖縄県内観光関係企業・団体

商談会バイヤー数：200名 （内訳） 海外バイヤー100名 国内・訪日バイヤー100名

商談会対象バイヤー：海外 環太平洋、アセアン地域を中心としたテーマ別観光企画担当者
国内 テーマ別観光企画担当者、沖縄商品造成担当者

リゾートを軸とした観光分野の国際会議や観光関連団体の実施する国際会議の誘致、主催企画展
示や沖縄離島への体験型FAMツアーの実施などを同時開催することで、東京では行えないTEJを開催。

15．ツーリズムEXPOジャパン2020 イベント概要
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16．世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」登録20周年

世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」
琉球王国の発展と共に造られたグスクや関連資産は、海外との交流などにより独自の文化を

築いた沖縄の価値を集約するものと評価され、2000年に「琉球王国のグスク及び関連遺産群」
として世界文化遺産に登録されております。

2020年に登録から20年を迎える。
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